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霞
甚
極
め
て
多
糠
の
橿

量
喜
、
．
猿
髭
鴫
集
募
奮
を
塁
し
τ
．
そ
の
醤
虜
肇
乞
碧
と
養
．
嚢
の
蟹
と
の
接
響
明
か
に
し
壷

鱒
瀧
か壽

）

擁
・
三
．
一
嚢
の
輩
ど
せ
ら
れ
る
あ
は
，
蒙
募
（
馨
の
董
嬢
婆
、
あ
る
．
・
元
餐
議
暴
穣
餐
至
と

を
ざ
蓬
畜
悪
蕊
奪
賓
奪
の
竃
美
）
疑
ぞ
，
我
が
男
學
設
と
一
冨
書
ぞ
．
鰹
．
至
説
訟
肇

馨
義
掬
霜
書
も
の
覚
で
斐
警
．
藍
法
の
貧
蓑
ξ
、
暑
方
努
毒
．
欝
忠
璽
養
．
譲
峯
の

旋
輌
等
・
糞
蓋
分
翁
婁
塁
と
は
．
ぞ
薯
墾
致
蓄
の
を
讐
．
峯
．
穿
鋸
量
穿
は
．
掌
し
高
暑



巌
な
い
り
で
あ
つ
て
、
例
入
ば
誰
人
の
訊
闘
隣
つ
き
雨
宣
誓
は
訊
樹
0
後
に
行
は
れ
る
』
と
規
定
す
る
猫
昆
訴
三
九
二
條
は
、
わ
が
國
の

訊問前

窯
誓
を
原
則
と
す
る
建
葡
（
蝿
訴
二
八
五
條
）
止
注
意
す
べ
』
く
相
違
を
ボ
し
て
ゐ
る
吻
ま
た
刑
凄
に
つ
い
て
我
ガ
國
の
學
論
は
、

袋
暴
㎏
議
誉
、
覇
質
響
喉
養
に
轟
葉
翼
器
る
と
解
讐
．
從
つ
て
、
之
と
公
知
の
醤
と
蛋
禦
る

象
，
誕
器
喋
、
ガ
ぞ
は
、
翁
所
態
蓼
議
に
つ
皇
の
要
軽
に
禦
あ
遡
こ
蓬
公
傍
釜
と
叢
慰

な
い
傾
両
跳
あ
る
（
吋
O
）
。
、
斯
や
う
曜
差
異
は
決
㌔
て
ρ
鴨
は
な
い
の
で
あ
る
が
．
而
も
、
基
本
的
な
構
邉
に
於
い
℃
は
．
少
く
と
も
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
　
　
　
　
　
　
り

雲
鏑
す
農
り
、
響
ぞ
同
募
も
2
寮
呈
奮
饗
・
ぶ
恵
ふ
．
更
愚
段
、
ド
イ
ッ
の
誓
法
農
．
ラ
ラ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
　
　
ゆ
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
や

礎
選
垂
魑
巷
、
．
諮
・
ト
㌣
法
の
饗
に
そ
の
灘
魂
學
も
の
で
あ
る
2
y
．
薦
嘗
奮
箕
の
大
鰭

唇
法
禦
窪
蒙
壱
工
奪
轟
盈
豪
管
、
を
へ
ぽ
ブ
．
．
・
あ
壌
藝
法
歪
毒
馨
悉
イ
国
ス
窪

鷺
姦
入
張
ε
喜
9
し
急
，
イ
ギ
業
馨
法
の
養
隻
2
翻
奎
養
疑
隻
葺
－
う
ラ
ン
ス
に
は
書
饗

薯
結
な
劣
お
器
盆
葉
霧
建
撃
る
零
、
ド
イ
ッ
の
駿
法
に
a
て
蓉
馨
達
、
嚢
，
塵
蒙
、

盤
雲
の
，
藝
つ
い
て
轡
薄
蘇
£
る
．
け
れ
乞
複
讐
危
撃
富
．
我
窪
．
’
我
掻
塞
準
寺
る
樹
漿
，

賓
は
多
く
ド
イ
ッ
人
の
眼
愉
借
り
て
す
る
比
較
に
外
な
ら
す
．
結
果
と
し
て
ぱ
大
鱒
法
を
基
準
と
す
る
封
蝋
に
ま
で
類
推
懸
ら
れ
得
る
も

ノ
　

か
と
鍛
葱
ル
な
け
れ
耀
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
，
本
稿
は
．
穂
の
大
僅
系
諸
怯
と
一
致
す
る
と
し
な
い
と
を
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
封
照
の
一

一
雛
を
僧
鷹
ま
で
も
わ
ガ
日
本
の
鐙
櫨
法
に
限
り
。
鳩
｝
れ
の
み
を
考
へ
て
行
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
し
　
ヤ
　
　
む
　
　
し
　
　
ヤ

　
（
二
）
　
第
上
に
、
比
鮫
む
封
象
ま
せ
ら
れ
，
る
も
の
は
．
北
米
合
衆
國
の
護
擦
法
で
あ
る
、
こ
れ
に
つ
い
て
荘
意
せ
ら
る
べ
き
鐵
が
二
つ

あ
る
φ

　
乳
　
先
づ
．
紳
ロ
に
合
舞
轡
の
設
擦
法
と
言
つ
て
も
、
そ
れ
が
決
し
て
一
つ
の
聡
系
を
指
す
も
の
で
は
な
い
王
言
ふ
こ
と
で
あ
る
、
濫
“

　
　
　
　
　
牽
媛
澱
篠
漆
の
墓
翠
的
膝
償
（
湘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
晶
　
　
　
（
繍
一
二
　
）



　
　
　
　
蟻
糞
，
糞
・
ゐ
議
V
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
二
　
　
　
（
蕊
ご
）

灘
霊
盛
誘
鷹
翌
馨
談
虜
ル
、
斯
遷
象
男
勢
繋
竃
響
券
れ
肇
蓋
．
裟
ぎ
．
合
蛮
㊨

・

馨
7
讐
身
あ
慧
廃
警
誇
2
甚
い
誤
ラ
蓄
葵
ウ
孟
．
量
．
．
麿
ぢ
養
．
違
國
嘉
裁

翻

選
讐
毒
幌
馨
．
蜜
窒
．
儲
師
、
フ
4
ピ
潔
鷲
、
舞
講
．
彦
葺
銑
・
窟
奢
書
嶺
薫
は
羅

獲
，
屡
翌
の
楼
霧
落
。
毒
響
襲
肇
宴
ゐ
毒
働
る
．
殊
に
ル
渥
ジ
蕉
量
牢
手
・
．
黒
・

識望

マ
誓
塵
鑑
書
婁
は
．
柔
塵
漆
・
猛
織
を
鷲
レ
舌
る
も
の
で
あ
呈
、
言
な
ほ
馨
蓄
走

鷺毒

蕊望萬

要
象
と
握
身
（
一
一
．
、
一
）
－
議
に
臓
，
多
湯
の
鯨
．
、
ふ
や
・
つ
に
、
窪
と
壱
難
騒
㌦
黒

鋤
葉
蓉
嚢
は
．
，
決
を
嚢
考
窪
9
ψ
馨
ゑ
酋
・
懸
の
姦
窪
藻
蒸
く
蓑
翁
養
畢
毫
璽

灘
誉
墨
蕎
讐
あ
歪
蓋
隻
蕊
薯
れ
を
し
ξ
添
無
貧
薯
を
象
誉
き
．
藷
し
溺
蓼

警
妻
暴
発
養
蓄
遺
讐
構
暴
用
し
．
籏
蓼
撃
薯
影
、
そ
暴
鍛

響
層
・
争
る
、
・
留
、
、
r
、
ポ
ゴ
」
ク
州
撮
遙
蓄
奮
婁
享
羨
峯
．
法
警
藷
し
肇
毒
憲
讐
蔑
レ

で
曝
害
晩
皮
を
華
書
禽
藷
謂
婁
璽
掛
馨
畜
鶴
肇
量
奈
，
で
叡
振

饗
璽
禰
翁
讐
些
逐
．
塗
て
業
翌
墾
産
蓉
響
い
．
違
募
霧
蓼
嚢
藩
．
合
茜
の
響

欝
薯
饗
れ
h
孟
亥
警
諸
州
の
餐
募
葵
る
簿
室
経
奎
）
の
距
あ
書
，
墾
黎

濤
黛
屡
足
る
で
妻
縷
5
力
人
腐
盛
．
灘
讐
に
奎
暮
す
乃
こ
と
を
必
要
廠
め
る
こ
と
な
も
寂
馨
瓢
の

薫
撃
べ
て
虜
、
磐
注
蒙
の
麹
を
尾
、
難
と
毒
藷
毒
み
黄
つ
ギ
、
論
摯
る
2
常
峯
る
婁
）
．
蓼
が

嚢
、
t
嘉
甕
・
奮
の
壌
咳
と
量
蕩
も
。
葉
藁
蕊
董
す
る
諸
法
域
に
叢
的
蓼
は
勇
に
｛
蒼
す
る
窺
範
｝

タ
で
構
成
せ
ら
れ
尭
言
は
壁
抽
象
晦
璽
驚
系
を
葱
定
す
る
の
で
あ
る
。



焦
米
男
誇
覆
霧
歓
ス
毒
孝
、
男
夢
筆
港
蒙
を
；
ド
÷
イ
ル
3
ド
裟
像
の
勇
あ
ぞ
，
（
尉
．

識
暑
嚢
に
蜜
健
暴
．
の
畢
考
考
帆
る
護
婁
の
、
ア
玄
に
於
壌
多
手
を
鮒
砂
ら
れ
奄

に
糞
苫
れ
蓄
鴇
盆
、
霧
2
、
F
善
読
落
る
（
5
．
詫
を
，
峯
斐
法
事
づ
力
讐
の
璽
は
．
顧
ゆ

垂
挙
べ
裏
本
菱
霜
蓮
が
毒
・
．
嚢
遙
楼
竃
撃
・
馨
的
奏
埼
璽
努
噂
黎
夢
署
舞

構嚢溶蓑

も
姦
翁
婁
主
碧
あ
ゑ
き
・
▽
藁
法
φ
灘
性
は
、
盛
葺
に
擾
い
篭
，
悪
い
篠
に
於
》
宅

嘱璽華

書
言
源
豊
憲
壱
豊
、
然
詮
，
ブ
乳
劣
養
い
で
は
巻
蓄
は
一
ぞ
リ
ス
に
奮
る
や
｝
，
長

警
醤
寒
ら
れ
で
ゐ
輩
察
弘
、
憲
餐
入
翼
意
璽
の
鍵
差
の
馨
撃
福
す
る
欝
奮
墜
鳶

警
φ
婁
転
舞
蔑
讐
9
汚
纂
鶉
察
鷺
い
旨
・
）
7
肇
ス
婁
饒
曾
奮
－
－
。
蓼
葦
が
癸
に

蕎畜

巳
翁
饗
墨
．
（
ぎ
葺
爵
置
》
至
嘉
墨
蒼
喜
盈
途
ぞ
玉
ア
量
己
葬
激
嚢
解

《
擢
｛
膏
・
臓
慧
農
）
鑑
磐
霧
寮
亥
三
誉
各
饗
聾
欝
で
あ
嘉
，
葛
の
黎
塗

老
掌
翁
男
翁
楚
慧
誓
客
潔
曳
圭
）
は
愛
壌
す
垂
の
秦
法
盤
肇
の
傷
a
盈
君
逗

　
　
郵
蝸
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
－
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》
』
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
ヒ
㌦
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
’

讐
軽
詮
膚
餐
拳
混
の
懸
霧
蓬
．
廣
手
す
窪
凝
と
イ
ギ
契
塗
磐
の
養
を
舞
董
塗
芸
お

蕩
る
が
，
麗
嚢
薯
て
を
農
癸
な
糞
簿
つ
．
後
に
葵
ゑ
之
，
’
ぞ
垂
嘗
窺
鍵
墾
葉
奮
・

饗
識
ξ
に
蔚
葱
薩
．
募
謹
雷
茗
．
．
巌
総
異
夢
馨
毒
費
弩
拳
．
．
鑑
書
量
つ
薫

蓋
募
奪
唐
髪
雷
房
叢
著
彩
・
は
、
歪
的
葎
の
柵
蓄
相
傍
て
，
窪
竃
ウ
勢
霞
窺
則
暑
蓼

奪
彦
舌
る
祷
倉
、
裏
毒
馨
（
。
壽
量
）
を
騎
喜
養
と
を
．
董
三
翫
．
串
窪
董
型
2
・

嘩
了
診
契
鶉
葵
蓬
誓
鼠
馨
）
韮
蕾
馨
讐
零
黍
謬
叢
饒
玄
嘗
入
§
g
琶
φ

　
　
　
　
　
紫
鶴
鷹
雄
籍
ひ
欝
串
釣
箒
虻
（
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
菖
　
　
（
一
曇
菖
V



　
　
　
　
盛
悪
擁
溝
の
業
“
鵬
蝕
翼
（
扁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
　
　
　
　
（
耳
一
四
）

謂喜潅

喀
誓
塚
逮
一
、
、
。
．
》
メ
ツ
惚
叢
．
霧
か
ら
葛
蓑
の
み
核
て
宴
謂
湾
こ
凄
篭
乞

一
で
像
蓮
、
最
近
選
で
イ
蛋
薬
い
て
奪
、
無
強
を
馨
す
る
巌
い
で
皇
が
、
奮
之
釜
輩
畢
煮

蕉
盛
錘
い
で
．
多
夢
力
真
言
暑
．
・
露
，
馨
透
爵
寄
量
琶
が
嚢
曾
・
ぎ
豊
，
奪
壱
充
分

響

葱
窓
問
慰
量
彰
藁
蓄
諜
裳
膳
姦
昧
の
蒼
豊
皇
・
嚢
人
葎
婁
暴
い
霞
，
姦

養糞宅

落
奏
亀
窒
妾
登
暫
叢
を
聾
し
て
、
婁
り
置
響
裟
婁
行
ひ
、
、
箏
の
翼
を
塗

浅
．
姦
養
喜
嶺
夢
塞
手
垂
墜
糞
肇
進
ん
書
窪
壌
瑠
毒
譲
更
、
”
八
×
5
、
暫
薯
．
峯

蓋
彦
翌
蓄
焔
董
。
醤
等
農
曽
も
．
極
め
廃
な
竃
の
が
あ
胤
善
皆
け
れ
腰
な
像
い
書
む

が
暑
切
蓄
と
懐
馨
舞
纏
の
義
に
畢
る
伽
、
と
饗
参
事
と
毒
轟
は
．
壌
携
蒙
羅
繕
高

喜
毒
量
虜
鱗
些
翌
嬉
翼
謄
菊
需
塾
、
蕊
を
讐
イ
秦
蒙
馨
讐
を
寮
こ
と
も

菊
馨
碁
嵯
か
多
轟
経
る
．
實
ぎ
我
盗
、
懲
悪
裏
化
釜
慧
、
本
稿
の
翼
は
震
肇
の
蘂
に
於

轡
藩
馨
雷
皇
餐
霞
姦
森
契
塗
誉
や
甚
原
聖
し
て
麓
蕩
窒

＆
．
薯
、
薩
像
填
壌
婆
響
馨
箋
瀦
蜜
鼻
彦
．
蓄
虜
馨
斎
究
毒
・
含

義
岩
ち
て
．
書
茎
砦
曇
賞
疑
髭
勢
砂
詮
警
菖
不
蓼
・
解
撃
嚢
で
砦
つ
て
ゐ
奈
．
誇

量
於
￥
馨
で
．
疑
聴
欝
芸
昏
暑
・
讐
・
讐
馨
募
蟹
§
嚢
霧
藩
協
れ
多

茎
蓉
箋
城
，
毒
葉
量
あ
糞
を
婿
茎
蓄
毒
て
，
鱗
え
な
麗
塞
毎
簿
に
撃
奪
言
釜
磯

葦
し
湊
。
霧
は
、
黛
書
屡
於
い
て
極
め
樗
蜜
甚
る
奪
あ
藷
ら
醗
．
釜
．
瀕
れ
だ
け
蓋
象
＆
し

《
衛
の
差
糞
を
究
明
む
江
も
の
齪
．
ま
だ
之
を
嚢
見
す
る
こ
と
が
再
楽
な
い
。
艇
來
行
ぱ
れ
t
イ
ギ
腰
ス
設
擦
洗
の
紹
介
は
レ
意
識
的
に



纂
畜
潤
し
ξ
差
覆
か
裟
薯
あ
蒐
そ
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鐙
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と
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風
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婁
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奪
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誓
糞
躍
．
憾
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器
讐
孝
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持
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な
姦
割
．
華
の
養
誓
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域
ぎ
歴
盆
荘

噛

蓋
置
、
必
書
叢
擁
轟
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の
で
憾
い
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勢
鼻
が
髭
⑳
讐
催
に
憶
騰
壕
廃
落
藩
を
葵
．
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ア

孟
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讐
撃
る
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讐
華
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畢
馨
嚢
協
讐
に
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凝
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肇
還
霧
謹
幾

窃

讐
考
鴇
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し
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言
が
．
理
鵠
蓋
歴
馨
窃
．
葉
的
糞
の
、
篭
需
り
．
舞
零
る
．
勿
論
、
法
奮
に

齢
で
誓
れ
蓋
馨
、
奮
暫
婁
憧
ら
艦
て
宴
け
費
蓄
．
、
懸
の
器
齪
，
か
や
催
祭
夢
の
蕎
の
か

亭
孝
程
度
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撃
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る
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高
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辞
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法
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．
姓
互
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多
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蓉
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馨
ぺ
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の
嵩
ら

　
　
　
　
劇
嘉
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妻
書
ギ
藻
姦
叢
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鐘
い
ぷ
霧
露
窮
事
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⑫
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踏
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縄
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踏
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懸
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転
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二
瓢
壇
興
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苦
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櫛
轟
撫
瀕
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三
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嶺
飾
ご
天
真
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一
壼
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周
蒔
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望
冨
隻
．
鳩
罷
栖
＜
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野
評
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弾
蟹

　
（
藁
四
冥
量
夢
納
．
壕
蘇
性
毫
沌
寄
サ
蓄
・

　
ぴ
滋
）
瀞
菱
擁
暑
ザ
、
窟
高
も
・
謹
・

　
　
（
二
桝
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僻
鉾
陶
姻
弩
榊
ぐ
〇
一
為
・
學
還
写

　
　
（
冨
宅
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～
一
び
箆
遣
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姻
讐
、
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争
卸
覧
魑
箪

　
　
ρ
夜
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馨
噸
、
讐
瀞
蕊
ド
凶
嘗
・
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翠
・

　
　
（
二
為
）
。
鷺
護
を
必
饗
と
す
蚤
豊
欝
ふ
剃
芝
は
我
が
新
惣
法
蕊
凡
條
藁
項
と
圃
一
誓
は
な
い
。
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瞳
榛
法
の
意
義
と
範
園
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々
わ
奮
に
於
膣
詮
嚢
禽
書
覆
．
蓋
墾
雀
を
彗
三
馨
．
．
馨
論
薯
難
は
。
護
糞
轟

霧
憲
分
望
墾
隊
れ
、
馨
糞
の
婁
編
す
窺
警
藁
藁
2
塗
碧
謬
で
耀
い
．
時
讐
蕎
窪

慧
露
を
幌
叢
鯉
が
却
下
し
讐
ご
≧
（
馨
廃
警
樋
難
鐘
用
溝
っ
い
虜
蚤
要
奪
馨
で
あ
る
に
梅
ぢ
争
・

薦
砦
詫
嘉
夢
学
飴
馨
鏡
竃
え
、
謹
雀
の
智
は
裏
馨
劣
ぢ
塾
忽
芝
支
望
薯
美

　
　
　
ヘ
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
コ
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ペ
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釜
で
象
に
拘
事
療
懇
奪
ら
れ
葎
下
甚
ち
を
の
婁
ぞ
，
訴
訟
糞
の
蟄
竃
発
淘
套
悉
定
．

磯
煮
纂
紫
裟
毫
暑
で
ゑ
（
讐
象
．
・
丞
参
璽
触
義
。
等
望
警
ε
．
裳
の
か
タ
姦
警
巌

導
，
爵
に
於
い
ξ
、
詮
擦
蒙
翌
蓄
ぜ
詫
ゑ
毒
猿
馨
．
嚢
董
者
が
書
を
嚢
糞
中
釜
葉
幾
蓋

ゆ
蛋
劇
畜
愈
讐
し
で
馨
法
と
撃
歪
嘉
あ
塾
・
）
が
、
盈
筆
憂
篭
奉
で
身
て
・
こ
豊
翌
の
養



嫁
昏
蜜
フ
と
す
る
遭
の
で
遜
い
ぎ
糞
鑑
凝
『
幌
嘆
誼
隷
箇
騎
董
舞
隊
的
袋
釜
馨
窄

誉
力
盈
た
と
樹
嚇
豊
、
幌
蚕
董
募
壕
立
鐙
奪
繋
「
繋
警
釜
斎
ゐ
ら
塾
萎
加

ケ
驚
。
婁
毒
殊
釜
の
肇
る
．
》
と
聖
婁
墾
睾
算
婁
奮
と
に
餐
琶
，
曇

嚢
に
於
い
℃
、
．
騰
t
畢
は
鶉
肇
と
し
罵
、
叢
姦
果
ら
、
羅
審
薬
老
に
謬
禮

虞
酒
嬢
誉
盤
素
霧
つ
て
覧
繋
な
い
器
壕

触
、
¶
藪
業
國
准
、
護
．
籔
藷
常
蕎
藝
毒
髪
義
立
の
蓼
與
禽
｝
暴
繋
謬

濃
に
っ
い
滞
倣
奪
蓄
書
ゆ
・
．
袖
こ
嚢
謬
壕
言
繋
嚢
蓄
い
馨
善
劇
護
舞
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壕
峯
は
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一
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國
濃
裕
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い
て
壽
馨
慮
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奮
拳
多
箋
暴

麺
布
ゐ
ぢ
れ
む
．
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覆
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扱
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書
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需
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時
嚢
婁
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奮
ぞ
畢
皐
零
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獲
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．
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約
誉
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馨
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奪
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グ
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ρ
一
鳶
あ
届
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伽
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、
協
噸
繰
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洗
集
園
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念
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婁
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瀞
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糞
繋
霧
響
れ
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鯖
需
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莫
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壼
薯
笥
と
欝
愚
．
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輩
峯
く
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壱
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沁
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で
あ
る
』
困
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肌
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．
こ
彙
遷
轟
肇
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、
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鰐

～
も
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．
猛
馨
が
宏
丙
露
者
層
、
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し
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鑑
毒
垂
餐
あ
多
ガ
嚢
暴
．
釜
長
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傑
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銚
讐
饗
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叢
髪
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総
黎
む
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舌
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を
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接
を
い
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．
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濡
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．
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．
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．
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携
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落
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憲
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憾
、
、
一
｝
”
竺
姦
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．
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な
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．
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で
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い
で
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を
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け
れ
ぽ
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ら
な
い
こ
と
が
ー
そ
の
二
つ
で
あ
る
。
既
の
後
の
麟
は
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例
之
、
甲
が
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薙
回
復
の
念
慮
を
縄
略
嫁
が
ら
焚
言
レ
た
事
項
は
、
一
定
の
條
骨
の
下
に
。
一
炉
、
れ
を
携
い
t
護
人
乙
¢
誰
一
響
筒
に
よ
ウ
て
冷
鐙
櫨

轟
撮
婁
姦
被
隻
の
蓄
芝
姦
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し
得
ゑ
美
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の
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象
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方
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す
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庫
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こ
望
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萄
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婆
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、
厩
の
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と
蕎
明
選
警
罫
チ
．
ー
ド
ソ
ン

慈
誉
溜
滋
藤
毒
瀦
質
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、
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最
嚢
星
醤
禺
さ
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．
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之
毒
い
の
儒
る
か
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の
轡
翠
る
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法
讐
集
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あ
ゑ
毒
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や
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誰
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の
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こ
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ら
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催
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潭
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瓢
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。
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鐙
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の

彗
董
藁
毒
る
か
総
題
は
、
理
論
上
び
壼
臨
絡
の
婁
員
意
黄
号
。
一
器
§
）
砦
い
て
の
塗
婁
琶
問
奪
馨
い
．

欝
量
豊
嚢
，
逡
に
毯
て
爲
言
砦
の
で
馨
．
健
婁
璽
爲
義
奪
2
象
著
、
そ
れ
が
男
鐸
の
金
整

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

綺
驚
繁
肉
竃
有
す
る
場
合
茸
、
こ
れ
を
黎
授
す
豊
貧
鍵
翼
幽
。
β
曇
雲
量
婁
）
爵
し
、
阿
キ
，
一

熾
餐
勢
蒼
・
乙
に
よ
つ
て
X
嚢
奮
警
曾
馨
こ
泉
纂
塗
態
．
募
場
倉
蚤
、
Y
が
矛
盾
薯
の
霧
紫

黛名

鷺
毒
る
か
黍
が
儂
れ
薩
餐
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
が
、
同
じ
著
着
に
ぢ
て
募
方
の
聡
奢
か
れ
て
ゐ
る

瀦
豊
帯
罵
購
ば
怨
一
專
ら
鮎
㊧
黙
に
つ
い
て
係
雫
の
問
題
が
無
か
つ
た
爲
と
考
へ
る
死
な
い
で
ぬ
ら
シ
。
骸
薦
化
の
困
難
は
、
が
や
5
な
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
　
　
　
　
ず
ぞ
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

矯
案
瞥
翰
歪
召
於
繁
は
，
覇
饗
の
蒙
た
玄
み
房
嘉
、
議
人
婁
驕
籍
畜
磐
て
、
こ
こ
に
纂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ご

ウ
漆
釜
猛
し
馨
る
の
で
あ
る
．
、
蒼
、
繋
若
企
塞
く
暑
柴
い
参
で
燵
－
、
か
喫
著
及
姦
科
婁
於
い
て

癩
購
蟹
墨
凝
ぽ
磯
H
夫
ル
明
快
星
分
類
を
試
み
て
ゐ
尉
。
一
、
如
侮
な
る
事
實
が
謹
擦
と
し
て
提
裁
蕉
ら
れ
得
る
か
、
二
、
何
人
に
y
つ
て

　
　
　
　
　
麦
駕
繕
蝉
懐
め
書
本
的
軸
質
（
噺
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
究
　
　
（
藁
九
）



　
　
　
　
一
鍛
嚢
、
《
一
》
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏
O
　
　
　
　
（
四
〇
）

霧
詫
諺
彙
ら
な
い
か
、
盆
、
何
入
に
封
し
蓋
鰹
欝
書
れ
謬
れ
饗
潅
い
か
茜
盛
蓼
要
差

跡
書
檎
墓
・
毒
賓
蓄
勢
警
磐
醤
素
嬰
薯
．
ξ
匿
君
理
禽
爵
寓
る
四
3
蒙
．
塾
響

嚢
壷
盈
畿
巻
辰
蒙
定
．
籔
論
驚
農
欝
審
．
譲
嚢
果
慧
携
書
義
湘
．
一
、
轟
覇
て
悉
粛
察

饗婁

塾
象
．
馨
蓼
霧
諺
篁
．
繋
垂
讐
欄
茗
髪
的
蓄
と
贔
繋
欝
と
を
蟄
老
導
檜

．
参
に
翠
の
揮
董
蒼
至
戻
蓼
馨
需
約
し
江
傷
壕
ず
、
れ
略
の
簾
醜
暮
壷
馨
毒
を
穆

、
糞
塾
ゑ
鑑
嫉
量
畢
峯
喬
・
）
ぞ
れ
隻
わ
れ
わ
れ
が
警
翌
崇
憲
等
蓋
難
み
蟹
に
嬰
す

肇
麟
霊
蜜
孟
叱
蕩
貫
、
書
不
璽
等
が
暫
餐
そ
の
範
園
駕
入
れ
射
ね
曙
轟
ξ
ぎ
ふ
．
、
志
は
酒
嬉
の
幾

懇

毒
髭
讐
毒
馨
馨
掩
塞
に
勢
、
憲
蜜
謬
る
．
牝
・
一
婁
嬰
居
る
雀
、
嚢
塞
訟
に
封
憲
査

誉婁

嘩
釆
選
紫
が
磨
壌
撃
ド
3
ッ
，
3
書
．
．
、
・
。
・
騎
に
撃
る
術
語
ガ
、
今
な
ほ
砦
し
て

要
い
．
彗
塞
呈
蕊
謹
餐
の
簾
養
捻
，
，
蕩
序
歪
蓑
芸
慧
こ
と
あ
る
に
託
署
。
饗
に
駅
蕎
ぜ

鹿
塵
が
噸
い
紫
画
叢
磯
惑
渥
、
簾
を
優
争
る
．
6
曼
藩
書
・
渥
言
．
、
欝
・
－
と
冒
ふ
峯
蒼

盛
雀
馨
虜
る
蔓
茎
婁
誉
一
鯉
キ
謁
書
潟
案
あ
る
．
慌
ぎ
、
毒
、
膿
書
蕊
叢
、
3
）
め
讐

（
套
）
と
の
翻
係
櫨
証
擦
渋
を
諭
す
ぢ
者
の
必
ウ
敵
扱
、
泌
櫛
で
あ
ゆ
、
讃
言
録
取
書
に
な
デ
た
ネ
ま
ヅ
ゼ
　
（
3
富
儲
ゆ
碧
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
　
ヂ
　
　
　
　
　
ノ

斎
ぎ
慧
書
保
全
寧
葵
蔓
蓼
婁
真
讐
璽
毒
τ
、
少
－
と
も
覆
墾
孟
の
藁
謬
量
叢
級

歎
瀦
讐
馨
る
と
欝
耀
鋒
暴
轟
・
監
保
竃
馨
方
法
は
勿
碧
窪
と
は
誕
る
壕
皇
が
．
』
、
憂
馨
舞

終
髭
羨
盤
甚
塗
と
尋
奪
と
低
噸
し
嘉
へ
糞
な
お
募
つ
て
，
難
砦
蟹
と
し
て
は
、
．
募
響
於
い
τ

喜
護
と
蓬
菩
言
は
華
と
讐
を
釜
も
吉
．



々
つ
し
璽
，
瞳
讐
溜
藩
奪
轟
た
我
が
鍛
慈
，
潜
量
摩
る
鴛
あ
る
が
裾
．
ぞ
湘
毫
す
誉

奪
馨
疑
．
惚
拳
窒
謹
言
箋
毒
晶
譲
，
繋
歯
す
客
募
禁
窺
饗
聚
毒
響
あ
る
．
、
甥
袈
は

墨
淫
憲
葱
蓄
蒼
託
器
書
姦
葬
蓬
姦
箭
も
署
胤
澱
．
毒
A
簿
蓄
響

警
凄
祷
は
，
を
電
紹
の
纂
慣
竪
、
蜜
金
馨
響
2
繋
す
誉
溶
ぞ
．
、
誰
疹
の
讐
そ
焔
男

警
馨
毛
で
提
撃
登
査
管
れ
啓
．
琶
選
商
褻
讐
9
饗
に
謬
し
砦
農
、
．
甲
も
忌
，
B
霧
霞

澄量

叢
婁
讐
し
養
舞
レ
毒
餐
4
斯
薩
多
数
墾
量
事
無
孝
の
舞

羨
－
，
璽
曇
爵
応
量
鳥
託
書
8
￥
を
、
米
馨
饗
盆
雲
歪
盈
縢
璽
藷
て
ゐ
ゐ
、
書
溜
管
封

悪
茎
溺
麗
釜
に
基
誰
、
わ
省
薬
・
霧
婆
夷
蜷
繧
は
4
か
窒
窺
諏
の
濃
を
薫
ウ
一
．
從
ぞ

客毎

貴
矯
婁
警
る
こ
喜
い
⑳
肇
．
留
享
メ
き
薯
の
謹
，
奪
璽
濃
ふ
華
禮
．
一
ぜ

、
養
貫
量
あ
播
・
畢
は
、
’
墨
雀
嚢
嘉
奪
詮
る
嘆
磐
釜
囎
墾
と
を
、
擁
養
審

竃
多
．
冗
奎
年
健
論
嚢
案
二
轟
は
、
『
喜
の
肇
・
．
紹
支
集
餐
に
言
．
哉
誉
捜
宅
義
象
、

耀き董信

蕩
．
．
毒
藷
㌢
叢
任
し
、
暑
餐
蓉
馨
皇
冶
ゆ
西
る
灌
，
霧
葵

密、

箋
の
蓼
春
の
誓
養
髭
、
暑
叉
箋
の
袋
者
あ
馨
訴
養
馨
、
密
釜
貧
甚
詮
と
盈
塵
す
季

嘗
を
盤
毒
ぞ
霧
．
蒼
嚇
）
髭
の
欝
書
理
壽
霧
誉
藁
ぎ
蕩
魯
嚢
に
襲
皇
亀
零

餐
、
馨
覧
蟹
鋒
虜
言
ゑ
璽
、
σ
．
薔
養
い
匠
．
馨
蓼
著
窪
．
辱
φ
憾
凄
と
号
，
蔓
聾
こ

婁
覧
す
皇
鷺
、
審
は
暑
曾
量
髪
摺
し
乗
蓑
蒼
髪
薯
呈
ぞ
、
到
轟
嚢
、
2

管サξ2

鍵
言
登
箋
ら
舞
お
で
象
瑛
・
葡
も
、
糞
上
孟
領
撃
藷
蓼
塁
蒙
出
盗
お
謬

　
　
　
　
、
婁
か
蕩
嵐
韓
韓
翼
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
麟
　
　
（
四
一
）



　
　
　
　
素
麟
畿
擁
渋
ゐ
落
本
的
聴
質
（
，
一
〉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
ニ
　
　
　
ハ
四
二
）

含
嚇
脅
に
よ
つ
て
漉
篠
饗
欝
撃
編
蒼
難
し
謬
る
髪
（
四
四
）
葵
篠
農
，
議
馨
が
繋
法
外

蓋
蚤
季
る
こ
と
委
ん
藷
書
．
～
と
姦
ら
書
盤
奄
溌
鰐
て
曖
讐
鍵
乍
ら
、
備
裟
叢
養
葺

璽
識
廉
姦
鰻
す
る
．
芝
あ
る
も
敢
て
阻
吉
奮
こ
～
な
く
、

幾
優
に
於
い
τ
・
、
れ
を
自
己
の
雷
内
に
包
撃
る
も

ゆ
と
主
張
オ
る
漕
、
堵
丞
爵
來
る
地
位
に
毒
乃
。
、
わ
が
欄
に
於
い
て
、
此
の
原
理
は
．
ン
英
法
の
學
者
を
通
し
て
翫
に
擬
取
せ
ら
⑳
て
ゐ
る
塵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ひ

書
桑
な
構
化
ぜ
嶢
を
の
と
讐
ぴ
饗
お
髪
亭
、
霧
荏
馨
か
嚢
誇
懇
警
聲
て
，
護
塗
療

痢
喜
ら
れ
委
の
姦
馨
あ
る
か
ら
、
米
屠
誰
擦
法
髭
嘉
面
塗
蒙
國
譲
洗
券
誓
巽
毒
愚
妻
馨
紀
ぼ
な
射

舷
い
。

讐
は
れ
る
馨
馨
選
轟
園
長
い
て
護
い
忌
－
ー
之
粂
羅
禁
の
讐
霧
こ
で
牽
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

　
（
蕊
）
我
距
函
に
於
い
て
竈
擦
法
屯
特
に
關
心
ぜ
ら
れ
る
も
の
は
、
凱
再
乏
學
誰
責
任
と
の
二
婁
で
あ
る
。
他
は
概
ね
翠
調
な
手
績
，

　
　
ノ
　
　
　
　
　
し
ぐ
　
　
　
ロ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ペ
　
ヴ
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

む
簡
題
と
し
工
勢
馨
露
裁
を
癸
る
蓄
に
論
ぜ
ら
砦
．
こ
れ
爵
し
て
、
米
屡
馨
法
誉
あ
震
誉
讐
す
盈
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
ワ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

異
注
奪
ら
れ
な
け
れ
は
な
島
．
蓋
躾
葺
と
茅
夢
讐
禽
爵
所
翁
奮
蓉
羨
碧
募
議
舞
暴
奮

挙
偽
誓
叢
繋
べ
、
き
も
の
で
あ
含
葦
護
蓋
婆
（
す
翁
の
莚
に
君
て
自
漁
零
．
反
灘
問
に
蟹
，

』
纂
賓
を
知
れ
る
者
忙
よ
つ
τ
提
出
ゼ
ら
れ
る
こ
ε
を
要
求
し
，
一
或
は
斯
く
斯
く
の
方
法
に
よ
つ
て
麹
ら
れ
た
鐙
言
録
取
書
に
よ
つ
て
提
爵

奮
ら
れ
る
は
妨
星
し
と
ず
る
や
覧
に
、
そ
れ
は
誰
擦
提
幽
の
態
檬
を
規
定
し
、
（
二
々
ま
江
護
人
の
資
格
乏
特
構
及
び
こ
れ
を
欲
問
す
を
方

簾
⑱
定
め
、
西
三
y
そ
蜘
伽
ら
．
主
ぎ
し
て
は
．
…
・
旨
如
何
な
る
種
類
の
事
實
が
受
理
せ
ら
れ
て
は
な
ぢ
奪
い
か
を
決
定
す
る
、
漏
既
の
表
現

レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

奪
葵
歪
確
で
あ
る
が
，
蓼
歪
、
難
し
妻
類
羅
園
睾
易
曇
蒙
曽
現
し
慧
2
あ
る
．
・
∂
・
フ
し
て
，
芝
ヤ

養
《
・
混
霧
斥
槻
賀
舞
箋
碁
穿
創
響
）
．
が
．
穿
窪
擦
法
露
攣
あ
豊
と
（
聖
）
．
事
實
米
國
釜
搬
法
は
．
そ



の
馨
ρ
九
〇
バ
ー
多
婁
で
客
募
膿
凝
奪
釜
を
皇
一
疲
に
そ
段
難
の
馨
葉
後
墨
屡
箇
す

毒
額
毒
ぱ
れ
る
2
喜
が
．
興
誘
夢
季
吻
肇
埜
六
㊦
管
誓
誘
難
豊
、
一
8
乃
蓬
愚
・
糎
，

曇
薫
馨
携
鋸
に
審
ぢ
鷲
奄
禽
漉
毒
鋸
．
、
そ
棄
屠
繋
法
馨
で
豊
，
巷
こ
集
舞
書

壕
転
ば
．
米
殿
詮
蓼
鐙
擦
塗
憲
警
詮
薯
馨
ら
・
フ
．

響
，
，
鐙
譲
薬
諺
奮
の
魂
レ
・
票
米
纂
警
塗
一
あ
餐
塞
る
．

　
　
禽
δ
Y
．
小
欝
ヱ
七
厳
頁
、
闘
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